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 つみたて NISA と資産形成 

     

つみたてＮＩＳＡが 2018年１月からスタートしました。たまたまこの原稿を

書いている２月 13日はＮＩＳＡ（ニーサ）の日ということで、日経新聞に金融

庁、銀行協会、証券業協会、投資信託協会、運用会社、販売会社などが一面大見

出しで広告を出しています。業界のつみたてＮＩＳＡに対する意気込みがうか

がえます。 

 さてこのＮＩＳＡですが、正式には少額投資非課税制度と呼ばれ、株式や投資

信託などの売却益、株式の配当や投資信託の分配金に課税される 20.315％の税

金が非課税になるという制度で、2014 年 1 月から非課税枠 100 万円、非課税期

間 5 年間という形でスタートしました。その後、非課税枠は 120 万円に拡大さ

れ、現在に至っています。今回つみたてＮＩＳＡがスタートしたことで成人向け

ＮＩＳＡ（このほかに未成年者が対象のジュニアＮＩＳＡという制度もありま

す。）には２つの制度が併存する形となりました。そのため従来からのＮＩＳＡ

は一般ＮＩＳＡなどと呼ばれ区別されています。 

 つみたてＮＩＳＡはその名の通り、積立の方法でしか利用できません。年間非

課税枠は 40 万円、非課税期間は 20 年という制度です。2014 年にＮＩＳＡ（現

在の一般ＮＩＳＡ） 

がスタートした時は、みなさんもお聞きになったことがあると思いますが「貯蓄

から投資へ」というのが政策目標として掲げられました。今回のつみたてＮＩＳ

Ａに対しては「自助努力による資産形成」が政策目標として掲げられています。

一般に退職後の年金生活者の生活費は夫婦一世帯１ヶ月あたりのおよそ 25万円

に対して、残念ながら、勤労者のもらえる年金は夫婦合わせて 20 万円程度と、

今の年金制度では年金だけでは暮らしていけないという計算になります。（この

 



数字は支出、収入ともあくまでも平均値ですので、実際にはそれぞれのご家庭の

支出、収入の事情に合わせてご自身の退職後のライフプランを考える必要があ

ります。）そこで政府は「自助努力による資産形成」でこの不足分を埋めてくだ

さい、というのが今回のつみたてＮＩＳＡ導入の趣旨であるような気がします。 

 「自助努力による資産形成」といえばもうひとつ、昨年からスタートした個人

型確定拠出年金制度いわゆるｉＤｅＣｏ（イデコ）があります。こちらは名前に

年金とあるように、自営業者などは月額 6万 8000円、企業年金のない会社員は

月額 2 万 3000 円を上限に 60 歳まで拠出していくという制度です。こちらは売

却益などが非課税となるほか、拠出額が所得控除できるなどの優遇策が取られ

ています。 

 セミナーなどで「つみたてＮＩＳＡ」と「ｉＤｅＣｏ」どちらがいいのか、あ

るいは、どう使い分ければいいのか、という質問をよく受けます。どちらの制度

も売却益などが非課税になるのは同じですが、ｉＤｅＣｏ（イデコ）は加えて拠

出額が所得控除になる一方、60 歳まで引き出しが出来ません。つみたてＮＩＳ

Ａは、所得控除はありませんが、いつでも解約してこれまでの積立額が引き出せ、

20年以内であれば 60歳を超えても積立が可能である、などのメリットがありま

す。一般に年金を目的にするのであれば、まずｉＤｅＣｏを利用する、というこ

とになると思いますが、ご自身の事情と合わせお近くのＦＰに相談していただ

くとよいと思います。 

 最近「投資なんか、おやめなさい」という本を本屋さんの店頭で見かけますが、

つみたてＮＩＳＡやｉＤｅＣｏといった優遇制度をうまく利用して、長期間コ

ツコツ積み立てることで老後の資金を自分自身で準備していくことは必要だと

思います。 

今回のつみたてＮＩＳＡは、金融庁に届けられた投資信託に投資対象商品が

限られており、また手数料も一般の投資信託よりも低く抑えられています。足元、

株式の急落など投資に踏み出すことに不安な方いらっしゃると思いますが、こ

うした相場の変動も味方につけるのも時間分散という投資手法のひとつです。

これから、投資を始めたいと思っている方、今から老後の資金を準備しておきた

いと考えている方、この機会に一度、つみたてＮＩＳＡを検討されてみてはいか

がでしょうか。 
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